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ユビキタス社会の動向に関する調査

－結果概要－

平成17年3月

総務省情報通信政策局総合政策課情報通信経済室

委託先　財団法人　未来工学研究所
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調査実施概要
調査の概要

ユビキタスネットワーク社会の実現に向けて、日本がフロントランナーとしてすでに世界的に優位に立っ
ている点、今後、優位に立つことが見込まれる分野について、①ユーザーの利活用、②産業・市場/製
品・サービスの提供、③科学技術開発の三層から分析・検討を行った。

主な調査事項
先進ユーザーのユビキタスサービス活用状況

調査対象：①非接触 ICカード機能搭載型携帯電話，②GPS機能付き携帯電話・携帯端末等による
人や物の探索サービス，③ホームセキュリティサービス，隔映像監視・見守りサービス，④VODサー
ビス，⑤インターネット接続機能付テレビ，⑥電子タグ，⑦ブログ の各ユーザー

方法：Webアンケート調査

主要調査項目：ユビキタス先進ユーザーの利用状況，評価（満足度，満足点，不満点），今後の利
用意向，社会的普及の可能性，ユビキタスネットワークの効果，社会的不安

先進的なユビキタスフロントランナー インタビュー調査

主要調査項目：製品・サービス提供実態，ユーザーの受容性，効果，課題，今後の動向

情報通信機器および関連市場の動向と日本の地位

方法：文献調査

主要調査項目：情報通信機器および主要デバイスの生産高と世界市場における日本企業のシェア，
DRM（Digital Rights Management）の市場動向

ユビキタスネットワーク関連技術の動向

方法：デルファイ法及びロードマップ法によるWebアンケート調査，文献調査

調査対象：日本及び海外のユビキタスネットワーク技術分野の専門家

主要調査項目：23分野のユビキタスネットワーク関連技術課題ごとに、現状、実現時期、第一線に
ある国、望まれる施策、論文・特許件数、標準化動向を調査
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調査分析のフレームワーク

ユビキタス社会を３層構造で捉え、客観的視点、及び俯瞰的評価視点を組み合わせ、調査・分
析を行った。

　　　　
　

科学･技術

産業･市場

製品・サービス

社会・生活

制度・政策

産業競争力論文･特許
標準化

先端利用
（ﾕｰｻﾞｰｱﾝｹｰﾄ）

国内外有識者評価
(デルファイ法など）

客観的･個別的　　　　　調査分析の視点　　　　　主観的･俯瞰的

優位性
実現時期

政策

先進活用ﾕｰｻﾞｰの
実態

活動実態

市場動向
世界シェア
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調査結果の要約
先進ユーザーのユビキタスサービス活用状況

先進ユーザーのユビキタスサービスの満足度は比較的高く、その利便性や安心・安全性の高揚等が評価
されている。その一方、利用料金やサービスの利用範囲等で不満がみられる。
電子タグ関連サービスを中心に、ユビキタスサービスの社会的普及が期待されている。
生活面での安心・安全性、利便性の向上に、ユビキタスネットワークの効果を感じている先進ユーザーが
多い。
ユビキタスネット社会に対して、個人情報の漏洩、ネット犯罪の多発、ウィルスの被害等に不安感を抱いて
いるユーザーが多い。

先進的なユビキタスフロントランナー インタビュー調査
サービス開始から時期が経っていないサービスが多いものの、安心・安全の確保に直結するサービスを中
心に、ユーザーの受容性は高く、ユーザー数も増加傾向にある。
ユビキタスネットワークの整備に対する期待が高く、ネットワークを活用して、サービスの高度化、社会的普
及、ユーザーの拡大を目指している。

情報通信機器および関連市場の動向と日本の地位
電子タグ、非接触ICカードの出荷数は増加傾向にあり、ユビキタス関連機器の需要拡大の一端を示してい
る。

情報通信機器・デバイスで日本の世界シェアが高い分野は、WCDMA方式携帯電話機、デジタルカメラ、
DVDデコーダー、カーナビゲーション、プラズディスプレイマテレビ等である。

ユビキタスネットワーク関連技術の動向
日本が世界的に優位にあると評価されている分野は、実在型ネットワークロボット、ホームネットワーク、高
精細映像および配信技術、次世代携帯電話、携帯機器技術、FTTHである。

国内外の専門家の意見を比べると、FTTH、実在型ネットワーク、ホームネットワークなどは日本が、次世代
携帯電話、携帯機器技術などは海外が早期に実現されると予測されている。
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先進ユーザーの
ユビキタスサービス活用状況

－アンケート調査結果－
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ユビキタスサービスの満足度

図表1　ユビキタスサービスの満足度

各サービスとも満足度は高い傾向にあり、不満に感じている割合は低い。現在利用しているサービスの総合
的な評価も、「大変不満」および「不満」よりも、「大変満足」および「満足」の方が多い。
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非接触ICカード機能搭載型携帯電話の満足点
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財布から現金を取り出す必要がないので、
支払いが早くて便利である

ｻｰﾋﾞｽの処理速度が早い
（本人確認やﾃﾞｰﾀの読み取りが速い等）

複数の会員証、ﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞ等を持ち歩く必要がなくなる

電子ﾏﾈｰ（Edyなど）や手持ちのｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞと
連動して、決済が確実にできる

ｻｰﾋﾞｽを利用するための初期設定や操作が簡単である

携帯電話を利用して、いつでも電子ﾏﾈｰのﾁｬｰｼﾞを行える

行列に並ばずに簡単にﾁｹｯﾄを購入でき、速やかに入場できる

通常よりも有利な特典（割引，ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾏｲﾚｰｼﾞ加算，
ｸｰﾎﾟﾝ入手等）を受けられる

ICｶｰﾄﾞ機能搭載型携帯電話の価格が適切である

商品の購入履歴等を携帯電話のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲで
いつでも確認できる

ICｶｰﾄﾞ機能による認証が安全・確実である

ICｶｰﾄﾞ機能搭載型携帯電話に格納された
電子鍵を使うため、ｾｷｭﾘﾃｨが高まる

会社の入退室、勤怠管理等が、簡単かつ確実に行える

利用できる店舗が多い

その他

良いと思う点は特にない

（％）

N=379

図表2　非接触ICカード機能搭載型携帯電話の満足点 （複数回答）

最もプラスの評価を得ている点は、「財布から現金を取り出す必要がないので、支払いが早くて便利であ
る」が5割以上を占め、「利便性」が高く評価されている。

その他に「処理の速さ」、「決済の確実性」、「操作の簡易性」が評価されている。

8

非接触ICカード機能搭載型携帯電話の不満点
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利用できる店舗が少ない

ｻｰﾋﾞｽを利用するための初期設定や操作が難しい

ICｶｰﾄﾞ機能搭載型携帯電話の価格が高い

携帯電話を買い換える際、ICｶｰﾄﾞ機能に
蓄積したﾃﾞｰﾀ等の移し替えが簡単にできない

ｻｰﾋﾞｽの処理速度が遅い
（本人認証が遅い，ﾃﾞｰﾀの読み取りが遅い等）

ICｶｰﾄﾞ機能の容量が少ないため、
実際に利用できるｻｰﾋﾞｽが限られる

利用時にﾄﾗﾌﾞﾙが発生し、ｽﾑｰｽﾞに
ｻｰﾋﾞｽが利用できなかった

電子ﾏﾈｰや手持ちのｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞによる
決済（引落し）がうまくいかなかった

以前よりも入退室、勤怠管理等が煩わしい

その他

不満は特にない

（％）

図表3　非接触ICカード機能搭載型携帯電話の満足点 （複数回答）

「利用できる店舗が少ない」が最大の不満点で、 6割弱のユーザーが不満に感じている。

次いで、「サービスを利用するための初期設定や操作が難しい」、「非接触ICカード機能搭載型携帯電話
の価格が高い」など、操作性や価格が不満点としてあげられている。

サービスそのものではなく、利用可能な場所が少ないこと、非接触ICカード機能搭載型携帯電話の操作性
と価格がボトルネックになっている。
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GＰＳ機能付携帯電話・携帯端末の満足点

図表4　GPS機能付き携帯電話・携帯端末により人や物を探すサービスの満足点 （複数回答）
－GPS機能付き携帯電話・携帯端末のみの利用者－

GPS機能付き携帯電話・携帯端末のみのユーザーが最も満足している点は、「いつでも人や物の位置を正
確に確認できるので安心である」であり、次いで、「人や物の位置が確認できるエリアが広い」、「サービス
を利用するための初期設定や操作が簡単である」の順となっている。

「人や物の位置が確認できること」とともに、「初期設定や操作の簡易性」が評価されている。
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い つ でも 人 や 物 の 位 置 を 正 確 に
確 認 でき る の で安 心 であ る

人 や 物 の 位 置 が 確 認 でき る エリアが 広 い

サ ー ビ スを 利 用 する た め の 初 期 設 定 や
操 作 が 簡 単 であ る

サ ービ スの 処 理 速 度 が 速 い
（速 や か に 子 供 や 物 の 位 置 を 確 認 でき る ）

良 い と思 う点 は 特 に ない

サ ービ スの 利 用 料 金 が 適 切 であ る

そ の 他

（％ ）
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GＰＳ機能付携帯電話・携帯端末の不満点

図表5　GPS機能付き携帯電話・携帯端末により人や物を探すサービスの不満点 （複数回答）

－GPS機能付き携帯電話・携帯端末のみの利用者－

GPS機能付き携帯電話・携帯端末のみのユーザで、最も不満が高い事項は、「サービスの利用料金が高
い」で、約半数を占めている。次いで、「サービスの処理速度が遅い（子供や物の位置を確認するまでに時
間がかかる）」、「人や物の位置確認の精度が低い」となっている。

価格や処理速度、位置確認の精度が不満点としてあげられている。
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サ ービ スの 利 用 料 金 が 高 い

サ ービ スの 処 理 速 度 が 遅 い（子 供 や 物 の
位 置 を 確 認 する までに時 間 が か か る ）

人 や 物 の 位 置 確 認 の 精 度 が 低 い

不 満 は 特 にない

人 や 物 の 位 置 が 確 認 でき る エリアが 狭 い

サ ービ スを 利 用 する た め の 初 期 設 定 や
操 作 が 難 しい

そ の 他

（％ ）
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ホームセキュリティサービス，
遠隔映像監視・見守りサービスの満足点

図表6　ホームセキュリティサービス，遠隔映像監視・見守りサービスの満足点 （複数回答）

ホームセキュリティサービスでは、「ホームセキュリティが高まった」が半数以上を占めて高く評価されてい
る。

遠隔映像監視・見守りサービスでは、「留守宅や子供の様子、ペットの状況などが離れた場所から映像で
確認でき、安心感が高まった」が最も多い。

また、「初期設定や操作の簡易性」もプラスの評価をしているユーザーが少なくない。
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ｻｰﾋﾞｽを利用するための
初期設定や操作が簡単

処理速度が速い

ｻｰﾋﾞｽを利用するための
初期導入費用が適切

ｻｰﾋﾞｽの利用料金が適切である

ﾎｰﾑｾｷｭﾘﾃｨが高まった

場所から映像で確認でき、
安心感が高まった

その他

良いと思う点は特にない

ホームセキュリティサービス（N=176） 遠隔映像監視・見守りサービス（N=112）
（％）
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ホームセキュリティサービス，
遠隔映像監視・見守りサービスの不満点

図表7　ホームセキュリティサービス，遠隔映像監視・見守りサービスの不満点 （複数回答）

ホームセキュリティサービスでは、利用料金や初期導入費用など、料金の高さを不満に感じているユーザー
が多い。遠隔映像監視・見守りサービスでは、「ネットワークカメラの映像が不鮮明」が最大の不満点であ
り、「処理速度が遅い」がこれに次いで多い。

その他として「誤作動」、「夜間、見にくい」との回答もあり、システムや機器等の性能に対する不満も顕在
化している。
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ｻｰﾋﾞｽを利用するための
初期設定や操作が難しい

処理速度が遅い

ｻｰﾋﾞｽを利用するための
初期導入費用が高い

ｻｰﾋﾞｽの利用料金が高い

不審者の侵入等が確実に通報されない

映像があまり鮮明でないので、
状況確認が確実にできない

機器の誤作動等により、安否確認や
遠隔操作が確実に行えない

当初期待していたほど便利ではない、
効果がみられない

その他

不満は特にない

ホームセキュリティサービス（N=176） 遠隔映像監視・見守りサービス（N=112）
（％）
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VOD（ﾋﾞﾃﾞｵ･ｵﾝ･ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ）の満足点

N=185
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ﾚﾝﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵ店に出向かずに、自宅に居ながら
好きな映画等を見ることができる

ｺﾝﾃﾝﾂが豊富である

ﾚﾝﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵのように貸出中で借りられない、
延滞料金をとられるということがない

ﾊﾟｿｺﾝ上のｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽよりも、
高画質、高音質である

ｻｰﾋﾞｽを利用するための
初期設定や操作が簡単である

VODｻｰﾋﾞｽ限定のｺﾝﾃﾝﾂを見られる

ｻｰﾋﾞｽの利用料金が適切である
（ﾚﾝﾀﾙのﾋﾞﾃﾞｵやDVDよりも料金が安い）

ｻｰﾋﾞｽを利用するための初期導入費用
（STB購入費等）が適切である

ｻｰﾋﾞｽの処理速度が速い
（画面の立ち上がりや切替えが速い等）

その他

良いと思う点は特にない

（％）

図表8　VODサービスの満足点 （複数回答）

在宅で自分の好きな時に視聴できること、延滞料金を気にしなくてよいことなど、レンタルビデオ店と比較し
た利便性が高く評価されている。これに加えて、コンテンツの豊富さ、画質・音質の良さも評価されている。
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VOD（ﾋﾞﾃﾞｵ･ｵﾝ･ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ）の不満点
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15.1

8.6

8.6

14.6

0 10 20 30 40 50 60

ｻｰﾋﾞｽの利用料金が高い

ｻｰﾋﾞｽの処理速度が遅い
（画面の立ち上がりや切替えが遅い等）

ﾚﾝﾀﾙのﾋﾞﾃﾞｵやDVDに比べ
ｺﾝﾃﾝﾂが少なく、陳腐である

ﾚﾝﾀﾙのﾋﾞﾃﾞｵやDVDに比べて
画質や音質が劣る

現在利用中の通信回線への負担が
大きく、時々、画像が乱れる

ｻｰﾋﾞｽを利用するための初期導入費用
（STB等購入費）が高い

ｻｰﾋﾞｽを利用するための
初期設定や操作が難しい

その他

不満は特にない

（％）

図表9　VODサービスの不満点 （複数回答）

最も不満が高い事項は、「サービスの利用料金が高い」であり、次いで「サービスの処理速度が遅い」、「レ
ンタルのビデオやDVDに比べてコンテンツが陳腐である」の順となっている。

「利用料金」や「処理速度」、「コンテンツの内容」が主な不満点としてあげられている。
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インターネット接続機能付テレビの満足点

N=293

35.2

25.9

25.3

23.2

15.7

13.7

11.6

8.2

4.4

1.0

15.7

0 10 20 30 40 50

ﾊﾟｿｺﾝの画面よりも大きいので見やすい

ﾘﾓｺﾝで操作できるので、ﾊﾟｿｺﾝよりも簡単である

ﾊﾟｿｺﾝほど機器の立ち上げに時間がかからない

ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾙｰﾑ等に居ながら、好きなときに
すぐにｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用できる

ｻｰﾋﾞｽを利用するための初期設定が簡単である

ﾊﾟｿｺﾝよりも音質がよい

ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾙｰﾑ等で家族（親子等）が
一緒にｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用できる

ﾊﾟｿｺﾝよりWeb画面の立ち上げや切替えが速い

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続機能付ﾃﾚﾋﾞの値段が適切である

その他

良いと思う点は特にない

（％）

図表10　インターネット接続機能付テレビによるインターネットアクセスの満足点 （複数回答）

最も評価されている点はPCと比較した「テレビの大画面性」である。これに加えて、「簡易な操作性」、「立
ち上げの速さ」、「リビングルームでインターネットにアクセスできる」という生活シーンやライフスタイルとの
適合性も評価されている。
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N=293

37 .2

24 .9

24 .2

20 .1

12 .6

11 .6

10 .9

6 .8

6 .5

6 .1

16 .7

0 10 20 30 40 50

ﾘﾓｺﾝに よ る操 作 は 、ﾊﾟｿｺﾝの ﾏｳｽと
ｷｰﾎ ﾞｰﾄﾞよ りも操 作 性 が 劣 る

ﾃﾚﾋﾞ画 面 で は 、一 般 の Webｻｲﾄが 見 づらい

ﾃﾚﾋﾞ番 組 の 視 聴 中 に 、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄが 利 用 しづらい

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接 続 機 能 付 ﾃﾚﾋﾞの 値 段 が 高 い

ｻｰﾋﾞｽを利 用 する た めの 初 期 設 定 が 難 しい

家 族 （親 子 等 ）と共 用 の た め、
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄが 利 用 しづらい

ﾊﾟｿｺﾝよりWeb画 面 の 立 ち 上 げや
切 替 え に 時 間 が か か る

ﾊﾟｿｺﾝよ り機 器 の 立 ち上 げに 時 間 が か か る

ﾊﾟｿｺﾝよりも音 質 が 悪 い

そ の 他

不 満 は 特 に な い

（％ ）

インターネット接続機能付テレビの不満点

図表11　インターネット接続機能付テレビによるインターネットアクセスの不満点 （複数回答）

最も不満が高い事項は、「リモコン操作は、パソコンのマウスとキーボードよりも操作性が劣る」で、次いで
「テレビ画面では、一般のWebサイトが見づらい」、「テレビ番組の視聴中に、インターネットが利用しづらい」
となっている。

「リモコン操作」は前項でプラス評価をしたユーザーよりも、マイナスの評価をしたユーザーの方が割合が
高く、万人向けではないことを示している。
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電子タグによる食品トレーサビリティの評価

78.4

70.1

60.4

54.5

24.6

20.1

28.4

30.6

38.1

54.5

1.5

1.5

9.0

7.5

20.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

簡単な機器操作でｻｰﾋﾞｽを利用できる

生産・流通履歴情報が迅速に表示される

生産・流通履歴情報が確認でき、
安心して買うことができる

生産・流通履歴情報の内容が
分かりやすい

多少価格が高くなっても、生産・流通履歴
情報が確認できる食品を購入したい

そう思う どちらとも言えない そう思わない

図表13　電子タグによる食品のトレーサビリティの評価

「操作の簡易性」、「迅速性」、「安心･安全な食品の購入」は、6割以上のユーザーに肯定的に受け入れら
れている。

その反面、「多少高くなっても、生産・履歴情報が確認できる食品を購入したい」は、「そう思う」が約4分の1
にとどまり、食の安全性を重視しつつも、価格の安さの方を優先するユーザーが多い。

18

電子タグによる情報提供サービスの評価

73.8

68.9

68.3

24.6

23.5

27.9

27.3

60.1

2.7

3.3

4.4

15.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｲﾍﾞﾝﾄ情報、観光情報など必要な情報が
簡単に入手でき、便利である

情報が迅速に表示される

簡単な機器操作でｻｰﾋﾞｽを利用できる

提供される情報の内容が陳腐である

そう思う どちらとも言えない そう思わない

図表12　電子タグによる情報提供サービスの評価

「情報入手の簡易性、利便性、迅速性」が多くのユーザーに高く評価されている。

電子タグを使って提供される情報の内容に対しては、全体的に可もなく不可もなくといった評価がされてい
る。
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電子タグによる航空会社の
手ぶら旅行サービスの評価

87.3

65.1

52.4

41.3

34.9

12.7

31.7

47.6

41.3

49.2

3.2

17.5

15.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

手荷物を持たずに飛行機に
乗れるので楽である

預けた手荷物の所在を携帯電話等
から確認できるので安心である

預けた手荷物の所在を携帯電話等から
確認する際の操作が簡単であり、

情報が迅速に表示される

預けた手荷物を到着空港で間違いなく
受け取れるか不安である

手ぶら旅行ｻｰﾋﾞｽの
利用料金が適切である

そう思う どちらとも言えない そう思わない

図表14　航空会社の手ぶら旅行サービスの評価

手ぶら旅行サービスの「利便性」は8割以上、「操作の簡易性」は約3分の2、「情報表示の迅速・確実性」は
半数強のユーザーに受容されている。

料金に対する肯定的な評価は約3分の1に留まり、やや厳しい結果となっている。
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ブログサイトの開設理由

N=488

50.0

31.8

27.5

26.6

19.7

9.8

7.8

1.2

10.7

0 10 20 30 40 50 60

自分の体験や日々の暮らしを
書き残したいから

自分の得た情報や自身の体験を
他人と共有したいから

自分の意見や考えをｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上で
多くの人に示したいから

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成の専門的知識がなくても、
簡単にｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上で情報発信できるから

流行っているから

ﾄﾗｯｸﾊﾞｯｸ等によって、
多くの人と交流したいから

ｸﾞﾙｰﾌﾟの活動記録等をｱｯﾌﾟして、
ﾒﾝﾊﾞｰ間で情報を共有したいから

有名になりたいから

その他

（％）

図表15　ブログサイトの開設理由 （複数回答）

ブログサイトの開設理由は、「自分の体験や日々の暮らしを書き残したいから」が半数を占め、「生活日記
をつけること」が最大の開設理由になっている。

ブログを「情報共有」、「情報発信・公開」のために利用しているユーザーが多い。

さらに、「簡単な情報発信手段であること」も、ブログ開設の契機となっている。
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ブログサイトの開設の満足点

N=488

45.9

38.5

26.6

24.6

21.9

4.1

5.1

16.8

0 10 20 30 40 50

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上に様々な形態の情報を簡単に
ｱｯﾌﾟして、情報発信できるようになった

継続的にｻｲﾄを更新し続けることにより、自分自身の
活動や思考を整理・蓄積できるようになった

多くの人たちがｱｸｾｽしたり、ﾄﾗｯｸﾊﾞｯｸしてくれるように
なり、交友関係の拡大、知名度ｱｯﾌﾟにつながった

新たな生きがいができ、生活が楽しく、
気分的に豊かになった

ﾄﾗｯｸﾊﾞｯｸや掲示板等によって
情報交換が密になり、見識が深まった

ﾌﾞﾛｸﾞｻｲﾄによって、NPO･NGO･ｻｰｸﾙ･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･
社内等のﾒﾝﾊﾞｰ間での情報共有がｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰかつ

容易になり、ﾒﾝﾊﾞｰ間の活動が活発化・緊密化した

その他

良いと思う点は特にない

（％）

図表16　ブログサイトの満足点 （複数回答）

最もプラスの評価を得ている点は、「インターネット上に様々な形態の情報を簡単にアップして、情報発信
できるようになった」であり、次いで「継続的な更新による自分自身の活動や思考の整理・蓄積」となってい
る。

さらに、「トラックバック機能による交流拡大、知名度アップ」、「生活の充実」、「情報交換の緊密化」、「知
見のアップ」といったプラスの効果を感じているユーザーが比較的多い。
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ユビキタスサービスの社会的普及

図表19　今後のユビキタスサービスの社会的普及

「航空会社の手ぶら旅行サービス」、次いで、「電子タグによる食品のレーサビリティ」、「電子タグによる情
報提供サービス」、「ホームセキュリティサービス」、「遠隔制御・監視サービス」は、9割以上のユーザーが
社会的普及を見込んでいる。

逆に、「インターネット機能付きテレビによるインターネットアクセス」は、他に比べて普及への期待が低く、
テレビ端末によるインターネットアクセスに懐疑的なユーザーがみられる。
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25.9

24.5

22.5

38.1

41.8

45.9
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2.9

3.0

1.1

1.6

2.2

5.2

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

航空会社の手ぶら旅行ｻｰﾋﾞｽ
（N=63）

電子ﾀｸﾞによる食品のﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ
（N=134）

電子ﾀｸﾞによる情報提供ｻｰﾋﾞｽ
（N=183)

ﾎｰﾑｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ（N=176）

遠隔監視・制御ｻｰﾋﾞｽ（N=363)

ブログ（N=488）

ICｶｰﾄﾞ機能搭載型携帯電話
（N=379）

VODｻｰﾋﾞｽ（N=185）

GPS・PHSによる人や物の探索ｻｰﾋﾞｽ
（N=432）

GPS機能付き携帯電話・携帯情報端末
による人や物の探索ｻｰﾋﾞｽ（N=326）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続機能付ﾃﾚﾋﾞによる
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱｸｾｽ（N=293）

今後、社会に広く普及すると思う 今後、社会にある程度普及すると思う

今後、社会に普及するとは思わない よくわからない
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ユビキタスネットワークの効果に対する期待

N=1490

55.7

42.2

27.4

22.3

19.5

17.6

17.6

15.5

14.8

12.1

10.8

9.9

8.2

0.5

0 10 20 30 40 50 60

暮らしの安心・安全が高まる

暮らしが一層便利になる

災害発生時の対応が迅速になる

車の運転や歩行がより安全、快適になる

防災・災害予測が向上する

食の安心・安全が高まる

高齢者・障害者等生活弱者に優しい社会になる

健康の維持・管理が行いやすくなる

ｺﾝﾃﾝﾂ（映像、音楽等）利用が促進される

多様な就労形態が可能となる

利用者ﾆｰｽﾞがより強く社会に反映される

環境への負荷が軽減される

個人がｴﾝﾊﾟﾜｰﾒﾝﾄする（活力がｱｯﾌﾟする）

その他

（％）

図表17　ユビキタスネットワークの効果に対する期待 （複数回答）

「暮らしの安心・安全が高まる」が過半数を占め最も多く、次いで「暮らしが一層便利になる」の期待感が高
い。

全体的に、ユビキタスネットワークに対しては、「食生活も含めた生活全般の安心・安全性の向上」への期
待感が非常に高く、さらに「災害予防、災害対策の充実」、「快適で便利な生活の実現」も多くのユーザー
に期待されている。
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N=1490
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4 0 .3

3 5 .5
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2 5 .0

2 1 .3

1 6 .7
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5 .0

4 .7

4 .6

0 .7

1 .5

2 .1

0 2 0 4 0 6 0 8 0

個 人 の 購 買 履 歴 や 行 動 履 歴 な ど の 詳 細 な 個 人 情 報 が
ﾈｯ ﾄﾜ ｰｸを通 じ て 収 集 さ れ 、 情 報 が 流 出 し 、 悪 用 さ れ る

ﾈｯ ﾄﾜ ｰｸを通 じ て 常 に 第 三 者 に 監 視 さ れ る

ﾈｯ ﾄﾜ ｰｸを介 し た 金 融 ・ 決 済 に 対 す る 犯 罪 が 増 加 す る

ﾈｯ ﾄﾜ ｰｸを利 用 し た 詐 欺 や 悪 質 商 法 が 増 加 す る

家 庭 内 の 様 々 な 機 器 が ﾈｯ ﾄﾜ ｰｸ化 さ れ 、 ﾊﾟｿｺﾝ以 外 の 機 器
に 対 し て も、 ｳｨﾙ ｽ感 染 や 不 正 ｱｸｾｽの 被 害 が 生 じ る

情 報 の 違 法 コピ ー 等 、 知 的 財 産 権 が 侵 害 さ れ る

災 害 等 に よ り ﾈｯ ﾄﾜ ｰｸが 遮 断 さ れ た 場 合 、 障 害 が 甚 大 に な る

IC T へ の 過 度 の 依 存 に よ り 、 人 と 人 と の
ﾘｱﾙ な つ な が り が 疎 遠 に な る

IC T へ の 過 度 の 依 存 に よ り 、 思 考 力 や
読 み 書 き 能 力 が 低 下 す る

機 器 の 操 作 が 複 雑 化 し 、 個 人 間 の IC T 利 用 格 差 が 拡 大 す る

都 市 と 地 方 の IC T 利 用 環 境 の 格 差 が 拡 大 す る

生 活 の 様 々 な 場 面 で 電 波 の 利 用 が 進 み 、
電 磁 波 の 人 体 へ の 影 響 が 懸 念 さ れ る

そ の 他

特 に 不 安 や 課 題 は な い

よ く わ か らな い

（ ％ ）

ユビキタスネット社会の不安点

図表18　ユビキタスネット社会の不安点 （複数回答）

最も高い不安事項は、「詳細な個人情報がネットワークを通じて収集され、情報が流出し、悪用される」で、
約3分の2を占めており、次いで「ネットワークを通じて常に第三者に監視される」となっている。

「個人情報の漏洩や悪用」、「情報監視」、「ネットワーク犯罪の多発」、「ウィルスや不正アクセスの多発」等
が不安事項として顕在化している。
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情報通信機器及び関連市場の動向

ユビキタスネットワーク関連技術と
その動向
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電子タグ・ＩＣカードの出荷枚数の推移

図表20　電子タグ・非接触ICカードの国内出荷枚数の推移（平成14年～16年）

電子タグの国内出荷枚数は、平成14年の1,043万枚から平成16年の3,656万枚へ約3.5倍、非
接触ICカードは、平成14年の910万枚から平成16年の2,500万枚へと約3倍増加し、利用が拡
大している。
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主要情報通信機器市場の世界シェア

図表21　我が国の世界における主な情報通信機器のマーケット・シェア（2004年）

我が国は、DVDレコーダ、プラズマディスプレイテレビ、デジタルカメラなど映像関係の家電製品のシェアが
高い。

携帯電話機全体の世界シェアは2割弱であるが、第三世代と称されるWCDM方式の携帯電話は75.1％と
圧倒的な優位に立っている。カーナビゲーションも世界市場の3分の2を占めている。

パソコンはデスクトップパソコン、ノートパソコンともにシェアが低い。ルーターの市場占有率も非常に低い。
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28

DRM（Digital Rights Management）の形態
DRMとは、音楽・映像・画像などのデジタル・コンテンツに対する暗号化技術、ユーザ及び機器
の認証技術等の著作権管理技術・著作権保護技術の総称であり、コンテンツの不正コピーや
流出を防止し、正規流通を促進させることを目的としている。

DRMは下図に示すように、コンテンツの配布方法により様々な形態を持つ。

デジタルTV

デジタルSTB

BSデジタル放送

地上波デジタル放送

デジタルCATV

IP放送

デジタル録画機器
（DVDレコーダー、ホームサーバなど）

コピーワンス コピーネバー

限定受信制御（CAS）

録画

コピー制御

CAS対応
カード

デジタル放送におけるDRM

コンテンツ
の暗号化

暗号鍵までは
コピーできない

暗号鍵

復号して再生

コピー

再生

再生できない
再生

DVDの場合

パッケージ流通におけるDRM

ドキュメント所有者 閲覧者

DRM
サーバ

暗号化して配布

機密・重要
ドキュメント

ポリシー
設定・監視

認証許可
ログ記録

エンタープライズDRM

インターネット配信におけるDRM

コンテンツのパッケージング
（暗号化）

配信
サーバ

DRM
サーバ

コンテンツ
ホルダー

コンテンツの配信
（インターネット）

視聴者
コンテンツの復号化・視聴

ライセンスキーの配信
視聴条件

の設定
メディアへのコピー制限

携帯端末へのコピー制限

コンテンツのパッケージング
（暗号化）

配信
サーバ

コンテンツ
ホルダー

コンテンツの配信
（携帯電話網）

利用者
コンテンツの復号化・視聴

宅内機器へのコピー制限

DRM
サーバ

視聴条件
の設定

メモリカードへ移動
(Copy Protection)

（標準化作業は進んでいるが、サービスが普及するのは今後の見通し）

SD

ライセンスキーの配信

携帯電話向け配信におけるDRM

放送波にコピー世代
制御信号を多重化

図表22　DRMの様々な形
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ﾕﾋﾞｷﾀｽ関連技術の分野別第一線にある国･地域
ー日本の専門家による評価ー

安心・安全のためのICT分野は米国が優位性を持つが、ユニバーサル・コミュニケーション分野は我が国
に優位性がある。
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固定移動共通コア網技術
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ｱﾝｹｰﾄ:第一線にある国･地域（日本の専門家）　N=197

上位

下位

中位

ｱﾝｹｰﾄ：第一線にある国･地域（海外の専門家）　N=12比較
　　ほぼ同じ
　　海外の評価が高い
　　海外の評価が低い

ﾕﾋﾞｷﾀｽ関連技術の課題別第一線にある国･地域
－国内外の専門家による評価の比較ー

国内外の評価は一致する＝国内の有識者は、国際的な視点から、我が国の技術を捉えている。
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ﾕﾋﾞｷﾀｽ関連技術の主要課題とその実現時期(1/2) －国
内外の専門家による実現時期の調査結果－

電子タグやセンサーの情報管理システム、携帯電話(４Ｇ）、次世代無線IPの実現は、海外の方が早期実現を予測し
ているが、わが国に優位性がある実在型ネットワークロボット、FTTH（光ｱｸｾｽ網）等は先進的に実現する。

光 ｽ ｲ ｯ ﾁ ／ ﾙ ｰ ﾀ ｰ 技 術

F T T H （ 光 ｱ ｸ ｾ ｽ 網 ）

量 子 暗 号 技 術 ・ 通 信 技 術

X o IP 技 術

固 定 移 動 共 通 ｺ ｱ 網 技 術

次 世 代 高 次 ﾙ ｰ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ技 術

次 世 代 携 帯 電 話

次 世 代 無 線 IP ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ

超 高 速 無 線 L A N /P A N 技 術

電 子 タ グ 情 報 管 理 ｼ ｽ ﾃ ﾑ

ｱ ﾄ ﾞﾎ ｯ ｸ ｾ ﾝ ｻ ｰ ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ

ｾ ﾝ ｻ ｰ 情 報 管 理 技 術

実 在 型 ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ ﾛ ﾎ ﾞｯ ﾄ

1 0 0 k m 程 度 の 中 継 距 離 の 量 子 暗
号 ｼ ｽ ﾃ ﾑ が ， 特 殊 な 用 途 で は あ る が
実 用 化 さ れ る ．

5 0 T b p s 程 度 の 伝 送 速 度 に 対 す る
ﾊ ﾞｰ ｽ ﾄ ﾚ ﾍ ﾞﾙ で の 電 気 的 処 理 ＋ 光 ｽ
ｲ ｯ ﾁ に よ る ﾉ ｰ ﾄ ﾞｼ ｽ ﾃ ﾑ が 開 発 さ れ る ．

1 G b p s ｸ ﾗ ｽ の P O N ( 例 え ば G b E -
P O N ) の 実 用 化 が 完 了 し ， 一 般 家 庭
へ の ア ク セ ス 網 と し て 普 及 が 進 む ．

映 像 系 の 標 準 に 対 応 し た ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾄ ﾞﾒ ｲ
ﾝ 環 境 で の 品 質 制 御 技 術 が 開 発 さ
れ ， 映 像 系 の 実 用 化 が 進 む ．

固 定 用 と 移 動 用 が ＩＰ ﾚ ﾍ ﾞﾙ で 共 通 化
さ れ ， 移 動 1 0 0 G b p s ， 固 定 1 T b p s を
収 容 す る コ ア 網 が 構 築 さ れ る ．

ユ ー ザ の 居 場 所 な ど か ら ユ ー ザ の
意 図 （ ｺ ﾝ ﾃ ｷ ｽ ﾄ ） を 推 論 し ， そ れ を 基
に し た ﾙ ｰ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ技 術 が 開 発 さ れ る ．

ｺ ｱ ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ を 含 め た 4 G ｼ ｽ ﾃ ﾑ の 実
用 化 開 発 が 終 了 し ， 実 用 化 が 開 始
さ れ る ．

ｻ ｰ ﾋ ﾞｽ 範 囲 1 0 K m ， ２ 0 0 M b p s （ 車 移
動 時 ） ， ﾊ ﾝ ﾄ ﾞｵ ｰ ﾊ ﾞｰ 機 能 を 持 つ ＩＰ 無
線 ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ の 開 発 が 終 了 す る ．

5 0 0 M b p s ｸ ﾗ ｽ の U W B (超 広 帯 域 無
線 方 式 ） の 技 術 開 発 が 完 了 し ， 無 線
L A N / P A N 等 に 実 用 化 さ れ る ．

企 業 ご と の ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ の 相 互 接 続 ゲ ー
ト ウ ェ イ が 開 発 さ れ ， 業 界 ﾚ ﾍ ﾞﾙ で 利
用 が 進 む ．

ﾉ ｰ ﾄ ﾞの 配 置 な ど に 応 じ て ， １ 万 個 程
度 の ﾉ ｰ ﾄ ﾞが 数 秒 以 内 に 自 律 的 に ﾈ ｯ
ﾄ ﾜ ｰ ｸ を 構 成 す る 技 術 が 開 発 さ れ る ．

ﾘ ｱ ﾙ ﾀ ｲ ﾑ な ﾃ ﾞｰ ﾀ ﾏ ｲ ﾆ ﾝ ｸ ﾞ技 術 が 実 用
化 ﾚ ﾍ ﾞﾙ に 達 し ， 様 々 な 分 野 に お い て
活 用 さ れ る ．

単 機 能 ﾛ ﾎ ﾞｯ ﾄ （ 家 事 支 援 ﾛ ﾎ ﾞｯ ﾄ な ど ）
が ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ を 介 し て ， 外 部 か ら 遠 隔
操 作 な ど が 可 能 と な る ．

課 題
短 期 （ 2 - 3 年 後 ）

2 0 0 7 年 頃
長 期 (8 - 1 0 年 後 ）

2 0 1 3 年 頃
中 期 （ 5 - 6 年 後 ）
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日本： 第一回目（下段） 第二回目（上段） 矢印の中心：平均値 長さ：２分散 海外： 早期実現の上位５カ国の平均値
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ﾕﾋﾞｷﾀｽ関連技術の主要課題とその実現時期(2/2)
－国内外の専門家による実現時期の調査結果－

日本： 第一回目（下段） 第二回目（上段） 矢印の中心：平均値 長さ：２分散 海外： 早期実現の上位５カ国の平均値

課題
短期（2-3年後）

2007年頃
長期(8-10年後）

2013年頃
中期（5-6年後）

2010年頃トピック

携帯機器技術

発信源追跡技術

生体認証の共通基盤構築

ﾈｯﾄﾜｰｸ構成・運用管理の
自動化

高精細映像技術

ｺﾝﾃﾝﾂﾈｯﾄﾜｰｸ流通基盤

高精細映像 ＣＤＮ技術

ﾎｰﾑﾈﾄﾜｰｸ

音声認識・理解技術

コンテンツ作成技術

ﾛｸﾞ分析により発信源追跡が実現し，
多数に対するDoS攻撃などの自動
切り離し技術が実用化される．

ｵｰﾌﾟﾝﾈｯﾄﾜｰｸ環境で認証機関と連
携した生体認証のﾌﾚｰﾑﾜｰｸの標準
化が進み，共通基盤構築が進む．

複数のルーターから成るﾈｯﾄﾜｰｸの
付加への対応や障害／性能劣化時
の性能維持の機能が実用化される．

４Ｋ映像の圧縮，高効率変復調技術
の開発により，現行の帯域幅での
伝送・放送技術が確立する．

ＩＤに基づく流通課金ｼｽﾃﾑなどｺﾝﾃﾝ
ﾂ流通，権利保護のためのﾌﾟﾗｯﾄ
ﾌｫｰﾑの構築が開始される．

４Ｋ映像（８００万画素，最大
100Mbps）を，全国の1,000地点に
配信・流通させる技術が開発される．

高速無線系では，伝送速度
100Mbpsのｼｽﾃﾑ（IEEE 802.11nな
ど)の標準化が終了する．

話者の発話の文脈を理解する技術
が開発され，家電機器の制御など
に実用化される．

映像ｺﾝﾃﾝﾂ流通を行うﾌﾞﾗｳｻﾞｰの標
準化等が進み，個人により制作され
たｺﾝﾃﾝﾂの流通が進む．

ｼｰﾑﾚｽ化ｻｰﾋﾞｽに対応した携帯機
器の普及が進む．
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短期（2-3年後）
2007年頃

長期(8-10年後）
2013年頃

中期（5-6年後）
2010年頃トピック

携帯機器技術

発信源追跡技術

生体認証の共通基盤構築

ﾈｯﾄﾜｰｸ構成・運用管理の
自動化

高精細映像技術

ｺﾝﾃﾝﾂﾈｯﾄﾜｰｸ流通基盤

高精細映像 ＣＤＮ技術

ﾎｰﾑﾈﾄﾜｰｸ

音声認識・理解技術

コンテンツ作成技術

ﾛｸﾞ分析により発信源追跡が実現し，
多数に対するDoS攻撃などの自動
切り離し技術が実用化される．

ｵｰﾌﾟﾝﾈｯﾄﾜｰｸ環境で認証機関と連
携した生体認証のﾌﾚｰﾑﾜｰｸの標準
化が進み，共通基盤構築が進む．

複数のルーターから成るﾈｯﾄﾜｰｸの
付加への対応や障害／性能劣化時
の性能維持の機能が実用化される．

４Ｋ映像の圧縮，高効率変復調技術
の開発により，現行の帯域幅での
伝送・放送技術が確立する．

ＩＤに基づく流通課金ｼｽﾃﾑなどｺﾝﾃﾝ
ﾂ流通，権利保護のためのﾌﾟﾗｯﾄ
ﾌｫｰﾑの構築が開始される．

４Ｋ映像（８００万画素，最大
100Mbps）を，全国の1,000地点に
配信・流通させる技術が開発される．

高速無線系では，伝送速度
100Mbpsのｼｽﾃﾑ（IEEE 802.11nな
ど)の標準化が終了する．

話者の発話の文脈を理解する技術
が開発され，家電機器の制御など
に実用化される．

映像ｺﾝﾃﾝﾂ流通を行うﾌﾞﾗｳｻﾞｰの標
準化等が進み，個人により制作され
たｺﾝﾃﾝﾂの流通が進む．

ｼｰﾑﾚｽ化ｻｰﾋﾞｽに対応した携帯機
器の普及が進む．

ｾ
ｷ
ｭﾘ

ﾃ
ｨ・

ﾈ
ｯ
ﾄﾜー

ｸ
管

理
映

像
･ｺ

ﾝ
ﾃ
ﾝ
ﾂ
の

創
作

･流
通

･保
護

携
帯

機
器

・
情

報
家

電

携帯機器技術

発信源追跡技術

生体認証の共通基盤構築

ﾈｯﾄﾜｰｸ構成・運用管理の
自動化

高精細映像技術

ｺﾝﾃﾝﾂﾈｯﾄﾜｰｸ流通基盤

高精細映像 ＣＤＮ技術

ﾎｰﾑﾈﾄﾜｰｸ

音声認識・理解技術

コンテンツ作成技術

ﾛｸﾞ分析により発信源追跡が実現し，
多数に対するDoS攻撃などの自動
切り離し技術が実用化される．

ｵｰﾌﾟﾝﾈｯﾄﾜｰｸ環境で認証機関と連
携した生体認証のﾌﾚｰﾑﾜｰｸの標準
化が進み，共通基盤構築が進む．

複数のルーターから成るﾈｯﾄﾜｰｸの
付加への対応や障害／性能劣化時
の性能維持の機能が実用化される．

４Ｋ映像の圧縮，高効率変復調技術
の開発により，現行の帯域幅での
伝送・放送技術が確立する．

ＩＤに基づく流通課金ｼｽﾃﾑなどｺﾝﾃﾝ
ﾂ流通，権利保護のためのﾌﾟﾗｯﾄ
ﾌｫｰﾑの構築が開始される．

４Ｋ映像（８００万画素，最大
100Mbps）を，全国の1,000地点に
配信・流通させる技術が開発される．

高速無線系では，伝送速度
100Mbpsのｼｽﾃﾑ（IEEE 802.11nな
ど)の標準化が終了する．

話者の発話の文脈を理解する技術
が開発され，家電機器の制御など
に実用化される．

映像ｺﾝﾃﾝﾂ流通を行うﾌﾞﾗｳｻﾞｰの標
準化等が進み，個人により制作され
たｺﾝﾃﾝﾂの流通が進む．

ｼｰﾑﾚｽ化ｻｰﾋﾞｽに対応した携帯機
器の普及が進む．
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わが国が優位性の高いホームネットワークなどは早期に実現するが、優位性の低いセキュリティ関係の実
現は遅れる。
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量子暗号技術・通信技術

音声認識・理解技術

実在型ネットワークロボット

コンテンツ作成技術

センサー情報管理技術

発信源追跡技術（トレーサビリティ）

次世代高次ルーティング技術

ネットワーク構成・運用管理の自動化

光スイッチ／ルーター技術

アドホックセンサーネットワーク

超高速（1Gbps）無線LAN/PAN技術

高精細映像技術

生体認証の共通基盤構築

コンテンツネットワーク流通基盤技術

高精細映像　CDN技術

次世代無線IPネットワーク

固定移動共通コア網技術

携帯機器技術

FTTH（光アクセス網）

ホームネットワーク

次世代携帯電話

XoIP技術(マルチメディアのIP化技術）

電子タグ情報管理システム

標準 支援 基盤 資金 産官学 人材 制度

国に求められるﾕﾋﾞｷﾀｽ関連技術分野の施策
国の資金支援、産官学連携は課題に依存しないが、国による標準化・標準化支援と基盤整備は課題依存
性が大きい。


